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地
方
自
治
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

新
旧
対
照
条
文

○

地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
介
護
保
険
に
関
す
る
事
務
）

（
介
護
保
険
に
関
す
る
事
務
）

第
百
七
十
四
条
の
三
十
一
の
四

（
略
）

第
百
七
十
四
条
の
三
十
一
の
四

地
方
自
治
法
第
二
百
五
十
二
条
の
十
九
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
、
指
定
都
市
が
処
理
す
る
介
護
保
険
に
関
す
る
事
務
は
、

介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
四
章
第
三
節
及
び
第
四

節
並
び
に
第
五
章
第
一
節
第
三
款
、
第
二
節
、
第
五
節
、
第
六
節
及
び
第
十

節
並
び
に
同
法
第
百
五
条
及
び
第
百
十
四
条
の
八
に
お
い
て
準
用
す
る
医
療

法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
五
号
）
第
九
条
第
二
項
、
第
十
五
条
第
三

項
及
び
第
三
十
条
並
び
に
介
護
保
険
法
施
行
令
（
平
成
十
年
政
令
第
四
百
十

二
号
）
第
四
章
第
四
節
の
規
定
に
よ
り
、
都
道
府
県
が
処
理
す
る
こ
と
と
さ

れ
て
い
る
事
務
（
介
護
保
険
法
第
六
十
九
条
の
三
十
八
の
規
定
に
よ
る
報
告

の
徴
収
等
（
当
該
都
道
府
県
知
事
の
登
録
を
受
け
て
い
る
同
法
第
七
条
第
五

項
に
規
定
す
る
介
護
支
援
専
門
員
に
対
す
る
も
の
に
限
る
。
）
、
同
法
第
六

十
九
条
の
三
十
九
の
規
定
に
よ
る
登
録
の
消
除
、
同
法
第
七
十
条
第
六
項
、

第
八
十
六
条
第
三
項
、
第
九
十
四
条
第
六
項
及
び
第
百
七
条
第
六
項
の
規
定

に
よ
る
関
係
市
町
村
長
に
対
す
る
意
見
の
求
め
等
、
同
法
第
七
十
条
第
七
項

及
び
第
八
項
並
び
に
第
百
十
五
条
の
二
第
四
項
及
び
第
五
項
の
規
定
に
よ
る

関
係
市
町
村
長
に
対
す
る
通
知
等
、
同
法
第
七
十
五
条
の
二
、
第
八
十
九
条

の
二
、
第
九
十
九
条
の
二
、
第
百
十
四
条
及
び
第
百
十
五
条
の
六
の
規
定
に

よ
る
都
道
府
県
知
事
に
よ
る
連
絡
調
整
又
は
援
助
等
並
び
に
同
法
第
百
十
五

条
の
三
十
五
第
五
項
及
び
第
七
項
の
規
定
に
よ
る
市
町
村
長
に
対
す
る
通
知

に
関
す
る
事
務
を
除
く
。
）
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
次
項
及
び

第
三
項
に
お
い
て
特
別
の
定
め
が
あ
る
も
の
を
除
き
、
介
護
保
険
法
第
四
章
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第
三
節
及
び
第
四
節
並
び
に
第
五
章
第
一
節
第
三
款
、
第
二
節
、
第
五
節
、

第
六
節
及
び
第
十
節
並
び
に
同
法
第
百
五
条
及
び
第
百
十
四
条
の
八
に
お
い

て
準
用
す
る
医
療
法
第
九
条
第
二
項
、
第
十
五
条
第
三
項
及
び
第
三
十
条
並

び
に
同
令
第
四
章
第
四
節
の
規
定
中
都
道
府
県
に
関
す
る
規
定
（
前
段
括
弧

内
に
掲
げ
る
事
務
に
係
る
規
定
を
除
く
。
）
は
、
指
定
都
市
に
関
す
る
規
定

と
し
て
指
定
都
市
に
適
用
が
あ
る
も
の
と
す
る
。

２

（
略
）

２

前
項
の
場
合
に
お
い
て
は
、
介
護
保
険
法
第
七
十
条
第
十
一
項
、
第
七
十

六
条
の
二
第
五
項
、
第
七
十
七
条
第
二
項
、
第
九
十
一
条
の
二
第
五
項
、
第

九
十
二
条
第
二
項
、
第
百
条
第
三
項
、
第
百
三
条
第
五
項
、
第
百
四
条
第
二

項
、
第
百
十
四
条
の
二
第
三
項
、
第
百
十
四
条
の
五
第
五
項
、
第
百
十
四
条

の
六
第
二
項
、
第
百
十
五
条
の
八
第
五
項
及
び
第
百
十
五
条
の
九
第
二
項
の

規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

３

第
一
項
の
場
合
に
お
い
て
は
、
介
護
保
険
法
第
六
十
九
条
の
三
十
八
第
一

３

第
一
項
の
場
合
に
お
い
て
は
、
介
護
保
険
法
第
六
十
九
条
の
三
十
八
第
一

項
中
「
そ
の
登
録
を
受
け
て
い
る
介
護
支
援
専
門
員
及
び
当
該
都
道
府
県
」

項
中
「
そ
の
登
録
を
受
け
て
い
る
介
護
支
援
専
門
員
及
び
当
該
都
道
府
県
」

と
あ
る
の
は
「
当
該
指
定
都
市
」
と
、
同
条
第
二
項
中
「
そ
の
登
録
を
受
け

と
あ
り
、
並
び
に
同
条
第
二
項
及
び
第
三
項
中
「
そ
の
登
録
を
受
け
て
い
る

て
い
る
介
護
支
援
専
門
員
若
し
く
は
当
該
都
道
府
県
」
と
あ
る
の
は
「
当
該

介
護
支
援
専
門
員
又
は
当
該
都
道
府
県
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
指
定
都
市
」

指
定
都
市
」
と
、
「
若
し
く
は
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
又
は
第
二
項
」
と

と
、
同
条
第
四
項
中
「
他
の
都
道
府
県
知
事
の
登
録
を
受
け
て
い
る
介
護
支

、
「
と
き
、
又
は
そ
の
登
録
を
受
け
て
い
る
者
で
介
護
支
援
専
門
員
証
の
交

援
専
門
員
に
対
し
て
前
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
前
二
項
」
と
、
同
法
第
七
十

付
を
受
け
て
い
な
い
も
の
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
介
護
支
援
専
門
員
証

条
第
一
項
中
「
ご
と
に
行
う
」
と
あ
る
の
は
「
ご
と
に
行
う
。
こ
の
場
合
に

未
交
付
者
」
と
い
う
。
）
が
介
護
支
援
専
門
員
と
し
て
業
務
を
行
っ
た
と
き

お
い
て
、
指
定
都
市
の
市
長
は
、
当
該
指
定
が
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護

」
と
あ
る
の
は
「
と
き
」
と
、
「
又
は
当
該
介
護
支
援
専
門
員
証
未
交
付
者

に
係
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
都
道
府
県
知
事
の
同
意
を
得

に
対
し
」
と
あ
る
の
は
「
に
対
し
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
そ
の
登
録
を
受

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
、
同
条
第
四
項
及
び
第
五
項
中
「
第
百
十
八
条
第

け
て
い
る
介
護
支
援
専
門
員
又
は
当
該
都
道
府
県
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
指

二
項
第
一
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
十
七
条
第
二
項
第
一
号
」
と
、
「
都
道

定
都
市
」
と
、
同
条
第
四
項
中
「
他
の
都
道
府
県
知
事
の
登
録
を
受
け
て
い

府
県
介
護
保
険
事
業
支
援
計
画
」
と
あ
る
の
は
「
市
町
村
介
護
保
険
事
業
計

る
介
護
支
援
専
門
員
に
対
し
て
前
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
前
二
項
」
と
、
同

画
」
と
、
同
条
第
九
項
中
「
第
六
項
又
は
前
項
の
意
見
を
勘
案
し
」
と
あ
る

法
第
七
十
条
第
一
項
中
「
ご
と
に
行
う
」
と
あ
る
の
は
「
ご
と
に
行
う
。
こ

の
は
「
第
百
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
市
町
村
介
護
保
険
事
業
計
画
と
の

の
場
合
に
お
い
て
、
指
定
都
市
の
市
長
は
、
当
該
指
定
が
特
定
施
設
入
居
者

調
整
を
図
る
見
地
か
ら
」
と
、
同
条
第
十
項
中
「
都
道
府
県
知
事
に
対
し
、

生
活
介
護
に
係
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
都
道
府
県
知
事
の

訪
問
介
護
、
通
所
介
護
そ
の
他
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
居
宅
サ
ー
ビ
ス
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同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
、
同
条
第
四
項
及
び
第
五
項
中
「
第
百

（
当
該
市
町
村
の
区
域
に
所
在
す
る
事
業
所
が
行
う
も
の
に
限
る
。
）
に
係

十
八
条
第
二
項
第
一
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
十
七
条
第
二
項
第
一
号
」
と

る
第
四
十
一
条
第
一
項
本
文
の
指
定
に
つ
い
て
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る

、
「
都
道
府
県
介
護
保
険
事
業
支
援
計
画
」
と
あ
る
の
は
「
市
町
村
介
護
保

と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
市
町
村
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
指
定
都
市
」
と
、
「

険
事
業
計
画
」
と
、
同
条
第
九
項
中
「
第
六
項
又
は
前
項
の
意
見
を
勘
案
し

必
要
な
協
議
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
都
道

」
と
あ
る
の
は
「
第
百
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
市
町
村
介
護
保
険
事
業

府
県
知
事
は
、
そ
の
求
め
に
応
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
あ
る
の
は
「
、

計
画
と
の
調
整
を
図
る
見
地
か
ら
」
と
、
同
条
第
十
項
中
「
都
道
府
県
知
事

当
該
指
定
都
市
の
区
域
に
所
在
す
る
事
業
所
が
行
う
居
宅
サ
ー
ビ
ス
（
訪
問

に
対
し
、
訪
問
介
護
、
通
所
介
護
そ
の
他
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
居
宅

介
護
、
通
所
介
護
そ
の
他
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
に
限
る
。
以
下

サ
ー
ビ
ス
（
当
該
市
町
村
の
区
域
に
所
在
す
る
事
業
所
が
行
う
も
の
に
限
る

こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
つ
き
第
一
項
の
申
請
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い

。
）
に
係
る
第
四
十
一
条
第
一
項
本
文
の
指
定
に
つ
い
て
、
厚
生
労
働
省
令

て
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
に
従
っ
て
、
第
四
十
一
条
第
一
項
本
文

で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
市
町
村
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
指
定
都
市

の
指
定
を
し
な
い
こ
と
と
し
、
又
は
同
項
本
文
の
指
定
を
行
う
に
当
た
っ
て

」
と
、
「
必
要
な
協
議
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

、
定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
問
介
護
看
護
等
の
事
業
の
適
正
な
運
営
を
確

当
該
都
道
府
県
知
事
は
、
そ
の
求
め
に
応
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
あ
る

保
す
る
た
め
に
必
要
と
認
め
る
条
件
を
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
、
同
項

の
は
「
、
当
該
指
定
都
市
の
区
域
に
所
在
す
る
事
業
所
が
行
う
居
宅
サ
ー
ビ

第
一
号
中
「
居
宅
サ
ー
ビ
ス
（
こ
の
項
の
規
定
に
よ
り
協
議
を
行
う
も
の
と

ス
（
訪
問
介
護
、
通
所
介
護
そ
の
他
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
に
限

さ
れ
た
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
号
及
び
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
と
あ

る
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
つ
き
第
一
項
の
申
請
が
あ
っ
た
場

る
の
は
「
居
宅
サ
ー
ビ
ス
」
と
、
同
法
第
七
十
八
条
中
「
事
項
を
」
と
あ
る

合
に
お
い
て
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
に
従
っ
て
、
第
四
十
一
条
第

の
は
「
事
項
を
都
道
府
県
知
事
に
届
け
出
る
と
と
も
に
、
こ
れ
を
」
と
、
同

一
項
本
文
の
指
定
を
し
な
い
こ
と
と
し
、
又
は
同
項
本
文
の
指
定
を
行
う
に

法
第
七
十
八
条
の
二
の
二
第
五
項
中
「
も
の
は
」
と
あ
る
の
は
「
も
の
か
ら

当
た
っ
て
、
定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
問
介
護
看
護
等
の
事
業
の
適
正
な

」
と
、
「
又
は
障
害
者
総
合
支
援
法
」
と
あ
る
の
は
「
に
つ
い
て
同
法
第
二

運
営
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
と
認
め
る
条
件
を
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
」

十
一
条
の
五
の
二
十
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
事
業
の
廃
止
若
し
く
は
休
止
の

と
、
同
項
第
一
号
中
「
居
宅
サ
ー
ビ
ス
（
こ
の
項
の
規
定
に
よ
り
協
議
を
行

届
出
が
あ
っ
た
と
き
、
又
は
障
害
者
総
合
支
援
法
」
と
、
「
を
廃
止
し
、
又

う
も
の
と
さ
れ
た
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
号
及
び
次
項
に
お
い
て
同
じ
。

は
休
止
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り

）
」
と
あ
る
の
は
「
居
宅
サ
ー
ビ
ス
」
と
、
同
法
第
七
十
八
条
中
「
事
項
を

、
そ
の
廃
止
又
は
休
止
の
日
の
一
月
前
ま
で
に
、
そ
の
旨
を
当
該
指
定
を
行

」
と
あ
る
の
は
「
事
項
を
都
道
府
県
知
事
に
届
け
出
る
と
と
も
に
、
こ
れ
を

っ
た
市
町
村
長
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当

」
と
、
同
法
第
七
十
八
条
の
二
の
二
第
五
項
中
「
も
の
は
」
と
あ
る
の
は
「

該
」
と
あ
る
の
は
「
に
つ
い
て
障
害
者
総
合
支
援
法
第
四
十
六
条
第
二
項
の

も
の
か
ら
」
と
、
「
又
は
障
害
者
総
合
支
援
法
」
と
あ
る
の
は
「
に
つ
い
て

規
定
に
よ
る
事
業
の
廃
止
若
し
く
は
休
止
の
」
と
、
同
法
第
九
十
三
条
中
「

同
法
第
二
十
一
条
の
五
の
二
十
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
事
業
の
廃
止
若
し
く

事
項
を
」
と
あ
る
の
は
「
事
項
を
都
道
府
県
知
事
に
届
け
出
る
と
と
も
に
、

は
休
止
の
届
出
が
あ
っ
た
と
き
、
又
は
障
害
者
総
合
支
援
法
」
と
、
「
を
廃

こ
れ
を
」
と
、
同
法
第
九
十
四
条
第
一
項
中
「
な
ら
な
い
」
と
あ
る
の
は
「

止
し
、
又
は
休
止
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ

な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
指
定
都
市
の
市
長
は
、
当
該
許
可
を
し
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ろ
に
よ
り
、
そ
の
廃
止
又
は
休
止
の
日
の
一
月
前
ま
で
に
、
そ
の
旨
を
当
該

よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
都
道
府
県
知
事
の
同
意
を
得
な
け
れ

指
定
を
行
っ
た
市
町
村
長
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お

ば
な
ら
な
い
」
と
、
同
条
第
五
項
中
「
第
百
十
八
条
第
二
項
第
一
号
」
と
あ

い
て
、
当
該
」
と
あ
る
の
は
「
に
つ
い
て
障
害
者
総
合
支
援
法
第
四
十
六
条

る
の
は
「
第
百
十
七
条
第
二
項
第
一
号
」
と
、
「
都
道
府
県
介
護
保
険
事
業

第
二
項
の
規
定
に
よ
る
事
業
の
廃
止
若
し
く
は
休
止
の
」
と
、
同
法
第
九
十

支
援
計
画
」
と
あ
る
の
は
「
市
町
村
介
護
保
険
事
業
計
画
」
と
、
同
法
第
百

三
条
中
「
事
項
を
」
と
あ
る
の
は
「
事
項
を
都
道
府
県
知
事
に
届
け
出
る
と

四
条
の
二
中
「
事
項
を
」
と
あ
る
の
は
「
事
項
を
都
道
府
県
知
事
に
届
け
出

と
も
に
、
こ
れ
を
」
と
、
同
法
第
九
十
四
条
第
一
項
中
「
な
ら
な
い
」
と
あ

る
と
と
も
に
、
こ
れ
を
」
と
、
同
法
第
百
七
条
第
一
項
中
「
な
ら
な
い
」
と

る
の
は
「
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
指
定
都
市
の
市
長
は
、
当
該

あ
る
の
は
「
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
指
定
都
市
の
市
長
は
、
当

許
可
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
都
道
府
県
知
事
の
同
意
を

該
許
可
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
都
道
府
県
知
事
の
同
意

得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
、
同
条
第
五
項
中
「
第
百
十
八
条
第
二
項
第
一

を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
、
同
条
第
五
項
中
「
第
百
十
八
条
第
二
項
第

号
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
十
七
条
第
二
項
第
一
号
」
と
、
「
都
道
府
県
介
護

一
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
十
七
条
第
二
項
第
一
号
」
と
、
「
都
道
府
県
介

保
険
事
業
支
援
計
画
」
と
あ
る
の
は
「
市
町
村
介
護
保
険
事
業
計
画
」
と
、

護
保
険
事
業
支
援
計
画
」
と
あ
る
の
は
「
市
町
村
介
護
保
険
事
業
計
画
」
と

同
法
第
百
四
条
の
二
中
「
事
項
を
」
と
あ
る
の
は
「
事
項
を
都
道
府
県
知
事

、
同
法
第
百
十
四
条
の
七
中
「
事
項
を
」
と
あ
る
の
は
「
事
項
を
都
道
府
県

に
届
け
出
る
と
と
も
に
、
こ
れ
を
」
と
、
同
法
第
百
七
条
第
一
項
中
「
な
ら

知
事
に
届
け
出
る
と
と
も
に
、
こ
れ
を
」
と
、
同
法
第
百
十
五
条
の
二
第
六

な
い
」
と
あ
る
の
は
「
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
指
定
都
市
の
市

項
中
「
前
項
の
意
見
を
勘
案
し
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
十
七
条
第
一
項
に
規

長
は
、
当
該
許
可
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
都
道
府
県
知

定
す
る
市
町
村
介
護
保
険
事
業
計
画
と
の
調
整
を
図
る
見
地
か
ら
」
と
、
同

事
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
、
同
条
第
五
項
中
「
第
百
十
八
条

法
第
百
十
五
条
の
十
中
「
事
項
を
」
と
あ
る
の
は
「
事
項
を
都
道
府
県
知
事

第
二
項
第
一
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
十
七
条
第
二
項
第
一
号
」
と
、
「
都

に
届
け
出
る
と
と
も
に
、
こ
れ
を
」
と
、
同
法
第
百
十
五
条
の
十
二
の
二
第

道
府
県
介
護
保
険
事
業
支
援
計
画
」
と
あ
る
の
は
「
市
町
村
介
護
保
険
事
業

五
項
中
「
も
の
は
」
と
あ
る
の
は
「
も
の
か
ら
」
と
、
「
又
は
障
害
者
総
合

計
画
」
と
、
同
法
第
百
十
四
条
の
七
中
「
事
項
を
」
と
あ
る
の
は
「
事
項
を

支
援
法
」
と
あ
る
の
は
「
に
つ
い
て
同
法
第
二
十
一
条
の
五
の
二
十
第
四
項

都
道
府
県
知
事
に
届
け
出
る
と
と
も
に
、
こ
れ
を
」
と
、
同
法
第
百
十
五
条

の
規
定
に
よ
る
事
業
の
廃
止
若
し
く
は
休
止
の
届
出
が
あ
っ
た
と
き
、
又
は

の
二
第
六
項
中
「
前
項
の
意
見
を
勘
案
し
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
十
七
条
第

障
害
者
総
合
支
援
法
」
と
、
「
を
廃
止
し
、
又
は
休
止
し
よ
う
と
す
る
と
き

一
項
に
規
定
す
る
市
町
村
介
護
保
険
事
業
計
画
と
の
調
整
を
図
る
見
地
か
ら

は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
廃
止
又
は
休
止
の
日

」
と
、
同
法
第
百
十
五
条
の
十
中
「
事
項
を
」
と
あ
る
の
は
「
事
項
を
都
道

の
一
月
前
ま
で
に
、
そ
の
旨
を
当
該
指
定
を
行
っ
た
市
町
村
長
に
届
け
出
な

府
県
知
事
に
届
け
出
る
と
と
も
に
、
こ
れ
を
」
と
、
同
法
第
百
十
五
条
の
十

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
」
と
あ
る
の
は
「
に
つ
い

二
の
二
第
五
項
中
「
も
の
は
」
と
あ
る
の
は
「
も
の
か
ら
」
と
、
「
又
は
障

て
障
害
者
総
合
支
援
法
第
四
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
事
業
の
廃
止
若

害
者
総
合
支
援
法
」
と
あ
る
の
は
「
に
つ
い
て
同
法
第
二
十
一
条
の
五
の
二

し
く
は
休
止
の
」
と
、
同
法
第
百
十
五
条
の
三
十
三
第
二
項
中
「
指
定
を
」

十
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
事
業
の
廃
止
若
し
く
は
休
止
の
届
出
が
あ
っ
た
と

と
あ
る
の
は
「
指
定
若
し
く
は
許
可
を
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
指
定
に
」

き
、
又
は
障
害
者
総
合
支
援
法
」
と
、
「
を
廃
止
し
、
又
は
休
止
し
よ
う
と

と
あ
る
の
は
「
指
定
又
は
許
可
に
」
と
、
同
法
第
百
十
五
条
の
三
十
五
第
六
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す
る
と
き
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
廃
止
又
は

項
中
「
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
若
し
く
は
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事

休
止
の
日
の
一
月
前
ま
で
に
、
そ
の
旨
を
当
該
指
定
を
行
っ
た
市
町
村
長
に

業
者
又
は
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
、
介
護
老
人
保
健
施
設
若
し
く
は
介
護

届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
」
と
あ
る
の
は

医
療
院
の
開
設
者
」
と
あ
り
、
及
び
「
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
、
指
定

「
に
つ
い
て
障
害
者
総
合
支
援
法
第
四
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
事
業

介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
若
し
く
は
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
」
と
あ
る

の
廃
止
若
し
く
は
休
止
の
」
と
、
同
法
第
百
十
五
条
の
三
十
三
第
二
項
中
「

の
は
「
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
」
と
、
「
介
護
老
人
保
健
施
設
若
し
く
は
介

指
定
を
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
若
し
く
は
許
可
を
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「

護
医
療
院
の
許
可
」
と
あ
る
の
は
「
許
可
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

指
定
に
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
又
は
許
可
に
」
と
、
同
法
第
百
十
五
条
の
三

十
五
第
六
項
中
「
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
若
し
く
は
指
定
介
護
予
防
サ

ー
ビ
ス
事
業
者
又
は
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
、
介
護
老
人
保
健
施
設
若
し

く
は
介
護
医
療
院
の
開
設
者
」
と
あ
り
、
及
び
「
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業

者
、
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
若
し
く
は
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設

」
と
あ
る
の
は
「
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
」
と
、
「
介
護
老
人
保
健
施
設
若

し
く
は
介
護
医
療
院
の
許
可
」
と
あ
る
の
は
「
許
可
」
と
読
み
替
え
る
も
の

と
す
る
。


